
AI時代に人間は不要か？
国立情報研

2026.4.24

出口康夫（京都大学/京都哲学研究所）



AIとBI：遍在するバイアスの相殺に向けた協調

• 科学的測定論から導かれる、AIと人間知性の新たな共進化

• AI（人工知能）とBI（脳知性）の定義。

• 科学における「系統誤差」の概念を「認知バイアス」へと一般化。

• AIとBIが互いのバイアスを可視化し、補完し合う必要性。
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AIとBI（脳/人間知性）
• AI (Artificial Intelligence):

• 情報処理やコンテンツ生成において、すでにBIを凌駕しつつある知性。

• 確率マシーン ：一回ごとの挙動は不確定だが、挙動の相対頻度は事前確定

• BI (Brain Intelligence):

• タンパク質ベースの脳に依拠する人間の知性。

• 非「確率マシーン」：挙動の相対頻度も事前には確定されておらず、事後的にのみ確定する

• AIはインターネット上の情報処理や文書・画像出力でBIを圧倒しているが、両者は異なる性質（確
率的・非確率的）を持つ。
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測定科学における「系統誤差(systematic error)」

• 19世紀後半から、科学において、同じ対象（光速度）を複数の異なった方法（光学的方
法 vs 電磁気的方法）で測定することが慣例化

• 異なる測定方法で得られた結果同士が有意に異なる（バラつく）ことが常態化

• 測定科学(precision measurement)の方法論（Holman, 1886）:
• 系統誤差の偏在(ubiquity):すべての方法には何らかのバイアス（系統誤差）が遍在しており、唯一
正しい中立的な測定方法など存在しない。

• 系統誤差の確率化: 系統誤差は「真の値」を中心に正規分布する確率誤差の一種だと仮定。

• 系統誤差の相殺（cancel out): 可能な限り多数で相異なった方法で測定し、その平均をとることで
誤差を打ち消す。
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バイアスの「可視化」

• 系統誤差（バイアス）は単独では見えない、比較して初めて見える

• 不可視のバイアス: 単一の方法に頼っている限り、その方法固有の系
統誤差（バイアス）は同定できない。

• バイアスの可視化:
• 系統誤差（バイアス）は、複数の異なる測定理論・手法・装置から得られた
結果の間の「乖離（ずれ/バラツキ）」として初めて可視化され同定可能とな
る。
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The Main Claim: 測定から認知一般へ
• 認知バイアスの遍在性の想定: 完璧で中立的な知的エージェントは存在せず、 （AI、BIを含めた）すべての知的エー
ジェントは、世界を歪めて捉える固有の認知バイアスを不可避的に有している。

• 認知バイアスの可視化：個々の知的エージェントが抱える認知バイアスは、異なった知的エージェントによる認知との
差として初めて可視化・同定される。

• AIの認知バイアス:

• どれだけ性能が向上したり、「物理的AI（現実世界のデータを直接読み取るAI）」が登場したりしても、AI固有のバイアス（過剰
平均化バイアス？）から逃れられない。

• 結論:

• AIもBIも欠陥を共有しており、互いのバイアスを相殺するために協力せねばならない。
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BIの認知バイアス

• 日常的認知のバイアス: 例：自分たちに似た者を過剰に評価・信頼する内
集団バイアス。 

• 科学的認知のバイアス:
• 例：進化生物学における「男性中心主義バイアス」。

• 雌による雄の選択（雌の性選択）が、男性優位の価値観によって長年軽視・無視さ
れてきた。 

• 発見の契機: 異なる視点を持つグループ（女性研究者など）が登場して初
めて、既存のバイアスが可視化された。
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人類史上初の機会到来

• これまで「科学」を遂行できたのは人類（BI）のみだった。

• 人類の特定のグループ（男性中心主義者）ではなく、人類全体が抱える固有の認
知バイアスは（たとえ存在していたとしても）可視化・同定できなかった。

• 現在、人類史上初めて、人間知性（BI)と異なる（科学的）認知エージェント＝
AIが登場しつつある。

• AIとBIの認知のズレを明るみに出すことで、人類史上初めて、BIの認知バイアス
（人間バイアス）を可視化・同定できる機会が訪れつつある。

8



AIの認知バイアス

• 一方「認知バイアスの偏在」仮定の下では、AIもそれ固有の認
知バイアス（過剰平均化？）を抱えている危険性が拭えない。

• AIとBIの認知のズレは、「人間バイアス」と「AIバイアス」の
合成ベクトルである可能性がある。

• 可視化・同定されるのは、「人間バイアス」のみ、「AIバイア
ス」のみではなく、両者の「合成バイアス」
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能力の優劣を超えた「パートナーシップ」
• BIの不可欠性:

• AIがどれほど進化しても、（合成バイアスの中に潜む）AIバイアスをあぶり出すためには「異なる知性」であるBIが必要。

• BIは「AIに比べて劣っていない」からでも、「AIにできない固有の機能を固守している」からでもなく、「AIと異なって

いる」点で、人間バイアスとAIバイアスの可視化・同定のために不可欠。

• 相殺のプロセス:

• 系統誤差における平均化という単純で汎用的な相殺手段は存在しない。

• 両者のバイアスの相殺にあたっては、ケースバイケースで差異を検証し、その都度、何らかの意味での「第三者化・中立

化・中庸化」を図っていくしかない。

• BI関与の不可欠性：

• AIに認知を完全に委ねる（全自動化）ことは、A Iバイアスの餌食になることを意味する。

• バイアスの相殺をAIに委ねることも、相殺プロセスにおけるAIバイアスの介入を招く

• 相殺プロセスをも含めたAIとBIの対話的協調が不可欠
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チューリング定義再考

• 「人間に似すぎたAI」は望ましいか？

• AIのチューリング定義: チューリング・テストに合格し、人間と区別がつ
かなくなったコンピューターをAIとみなす。

• 人間に似すぎたAIは「人間バイアス」まで継承してしまうリスクがある。 

• 人間バイアス（とAIバイアス）を双子的に可視化するためには、人間とは
異なる認知性向を有するAIが必要。

• AIのチューリング定義を変更する必要がある。

11



結論
• バイアスの遍在: AIもBIも、固有の認知バイアスを抱える不完全な存在である。 

• 独立した活動の重要性: 互いのバイアスを特定するため、双方が一定の独立性を保って、
ある程度、並行して認知活動を行うことも重要。

• BIの役割: AIがどれほど高度化しても、BIは認知活動を継続し、AIの「対話的パート
ナー」であり続けなければならない。

• AI時代においても人間が不要ではなく、必要不可欠。

• 人間とAIの「差異」を温存し、共に真理へ接近し続けることが重要。

• 人間とAIは、異なるからこそ、共に歩む価値がある。
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